コフ マンの 「科学の 学校」 が、 神 近 市子の 翻訳で 実 

業 之 日本 社から 出版され た。 訳者から おくられた 一 冊 

を手提 袋に 入れて よそへ 出かける 電車の 中 だの、 待つ 

ている 間 だのに 読んで いるう ち、 この 小さい 本 をめ 

ぐって 私の 感興 はいろ いろに 動かされた。 

「はしがき」 にい われて いると おり、 著者 レイモン- 

コフ マンと いう アメリカの 社会教育 者 は、 ほかに 「人 

類 文化史 物語」 という 世界的な 名著 を もっていて、 そ 

れは やはり 神 近さん が 訳して 岩波 文庫に 二 冊で 出て い 

る。 

コフ マンの 目 ざすと ころ は 「何でも 必要な 事実 だけ、 



限って 触れられ ている。 この 本に 書いて ある ほどの こ 

となら、 文化に 関心 を もっている 大人が、 一人の こさ 

ず 皆 知つ ている といえるだろう か。 

少く とも 私 は 知って いない ことが どつ さりあった。 

その 半面に は、 もっと 知ってい ると 思う ところ も ある。 

私が 感興 を 覚えた の は そこのと ころであった。 一 つの 

風 変り な 形で、 しかも 実際的な ブック • レビ ュ ー をし 

て 見たら 面白く も あるした めに もなる だろうと 思 つ た 

きっかけ は そこに ある。 その ブック. レビ ュ— の 方法 

というの は、 この 一 冊の 「科学の 学校」 を 土台と して、 

それぞれの 項目に ついて 私たちの 身近に ある 種々 の 科 



学の 本 を 思い出し、 いくらか まとめて 整理し、 感想 を 

も それにつ け 加えて ゆく という 方法で ある。 つま リ私 

たちが 知識 を 愛し、 それ を 身に つけ、 自分 やひとの 生 

活を ゆたかに して 何 かの 意味で 人間の 進歩に 役立 つ て 

ゆきたい と 思って いる 日頃の のぞみ は、 こういう 形で 

も 具体化 される 一 歩が あろうと いう わけで ある。 

若い 婦人の 感情と 科学と は、 従来 縁の 遠い ものの よ 

うに 思われて 来て いる。 昔 は 人間の 心の 内容 を 知- 

情 • 意と 三つの ものに わけて 知 は 理解 や 判断 をつ かさ 

どり、 情 は 感情的な 面 を うけもち、 意 は 意志で、 判断 

の 一 部と 行動と を うけもつ という 形式に 固定して 見ら 



読まれる のか もしれ ない。 ある 日 は、 私が それ を よん 

だよう に 電車の 中で つとめの 行き かえりに 読まれる の 

力 もし.^ な レ 

第一 話から 第五 話まで、 コフ マン は 太陽と 七つの 惑 

星、 そのな かの 一 つで ある 地球、 その 地球の まわりの 

空気な どに ついて 語って いる。 宇宙の 偉大 さ を 感じさ 

せる この 部分 は、 私たちに 岩波 文庫に 出て いる 「史的 

に 見た る 科学的 宇宙観の 変遷」 (寺 田寅彦 訳) を 思いお 

こさせる。 人類が 宇宙へ おどろきと 好奇の 心 を 向けて 

以来、 その 宇宙観 察 は どんなに 推移して 来て いるかが 

この 本に は 述べられ ている。 星と 星との 距離の 測定に 



イギリスの 十九 世紀 初頭の 詩人 画家であった ウイ リア 

ム- ブレ— クが、 独特な 水色 や 紅の 彩色で 森厳に 描い 

た 人格化 された 天の 神秘的な 版画 も、 宇宙に 向っての 

ロマン ティ ックな 一 種の 絵と して 面白い もの だ つたと 

思う。 

岩波 新書で 出て いる 中 谷 宇吉郎 氏の 「雪」 は、 北海 

道で 行われた この 物理学者の 研究が きわめて 具体的な 

人間 生活への 交渉の 面から 入って 意味 ふかく のべられ 

ていて 大変 面白い。 日本の 農業 その他と 雪と は 深いつ 

ながり が ある。 そのこと からこの 学者の 態度 も 私たち 

の 共感 を 誘う ものである。 同じ 著者に 「雷」 が ある。 



雷に ついての 世界の 探究に ふれて 語られて いて、 平明 

な 用語 は 私たちに 親しみぶ かく この 本に 近づけさせる。 

第 六 話。 山、 氷河、 および 地殻の 歴史 を 語られる に 

つれて、 私たちの 心に よみがえ るの は チン ダルの r ァ 

ル ブスの 旅よ リ」 「アルプスの 氷河」 などで ある。 どち 

らも 岩波 文庫に 訳されて いるの は 知られる とおりで あ 

る。 アイルランド 生れの 物理学者であった ジョン • チ 

ン ダル は 地質学 者ではなかった が、 数十 年 をへ た 今日 

でも、 この アルプス を 愛し 氷河に 興味 を もった 物理学 

者の 観察の 記述 は 精細 さで 比類す くない ものと されて 

いる。 面白さ、 科学 性と 人間性の 清潔な 美し さに おい 



を 語って いる。 文学 は これらの 天然の 産物が 人間社会 

の 関係の 中で 人に 働かされ また 人 を 動かして いる 姿に 

おいて 描く の は 当然 だが、 アメリカの 作家 シンク レア 

に 「石油」 が あり やはり アメリカの 婦人 作家 アリス - 

ホバ— ドに 「支那 ランプの 石油」 が あるの も 興味が あ 

る。 アメリカの 油田が 近代 世界経済の 鍵で ある 事実 を 

も 考えさせ ると 思う。 

蝶、 蜂、 蟻な どの 物語 は 第 十 話 第 十一 話に あるが、 

この 章へ 来て フランスの アン リ • ファ— ブルの 「昆虫 

記」 を 思い出さない 読者 はお そらく 一 人 もないだろう 

ファ— ブルの 昆虫 記 は 卓抜 精緻な 観察で 科学 上 多くの 



がその 筋の まま 物語って いる ことで ある。 コフ マンの 

この 本 も 猿が 人間 生活の 感情に ある 理解 を も つ こと は 

語って いるが、 アフリカの 牝 豹が 守備兵 を 恋する とい 

うような こと は、 科学の 見解に 立つ 動物学者に 肯定 さ 

るべき 現実だろう か。 シ ー トンの 生涯の 努力が この 一 

つ のために 決して 少 くない 信用 を 喪 わせられ ている こ 

と を 遺憾に 思った。 改造 文庫で 出て いる ジャック • 口 

ン ドンの 「野生の 呼 声」 や 「ホワイト • ファング」 は 

犬 や 狼 を 描いた 文学作品の 出色の ものであるし、 キプ 

リングの 「ジャングル • ブック」 (岩波 文庫) もなかな 

か 豊かな 動物と 人間の 絵巻 を ひろげて いる。 ハドソン 



の 「ラプラタの 博物学 者」 (同上) は、 野生 鳥類の 生彩 

に 溢れた 観察、 記述で 感銘 ふかい ものである。 「日本 

の 鳥」 (富山房 百科全書) は 中 西 悟堂 氏に よって、 どの 

ような 日本 独特の 鳥と それに 対する 心 を 描いて いるの 

だろう か。 

コフ マン は、 猿と 類人猿の 話に つづく 次の 章で 変つ 

た 人種の 話の 項 を 展開して いるが、 私たち は これらの 

部分で は、 おのずから ダ ー ウィンの 「種の 起源」 (岩波 

文庫) と 「人 及び 動物の 表情に ついて」 (同上) という 

同 じ 科学者 の 感興つ きない 研究 へ ひきつけられる。 さ 

らに 今日 常識が 遺伝に ついて ある 程度の 知識 を 求めて 



いるから に は メンデルの 「雑種 植物の 研究」 (同上) も、 

決して 身に 遠い 著作で はない と 思う。 

このように 遺伝の 作用 を も 内に はらむ 人間の 生命の 

生物と しての 構成の 微妙 さ を 私たちに 知らせる の は 生 

理学で あろうが、 H • G • ウェルズが 書いた 「生命の 

科学」 (平凡 社) も、 それらの 科学の 業績に 立って 書か 

れた 本と して 読まれても よい ものであろう。 人間 は 生 

物と して 自然科学の 対象で ある ばかりでなく、 社会 を 

つくって 来た 民族の 歴史から も 見られる 意味で、 ィギ 

リスの 人類学と 民族学の 教授 ハッドンの 書いた 「民族 

移動 史」 (改造 文庫) は、 地球の 面に 行われた 人類の 移 



と は、 日本の 徳川 末期に、 シ— ボルト その他に よって 

西洋 医学が 導き 入れられ、 菊 池 寛の 小説 「蘭学 事始」 

のよう な 情景 を も 経て 今日の 医療に 至 つ た 歴史と てら 

し 合わせて、 尽きぬ 味わいが ある。 富山房の 百科全書 

で 出されて いる 「口べ ルト • コッ ホ」 「緑の 月桂樹」 (西 

洋の 科学者た ち) 岩波 新書の 「メチニコフの 生涯」 は 

いずれも、 それぞれ 感銘 浅くない 本で ある。 「ベ ルツ 

の 日記」 (岩波) 「日本 その 日 その 日」 (富山房) は 明治 

開化 期の 日本の 文化の ありようと、 後に 日本の 科学の 

大 先輩と して 貢献した 人々 の 若き 日の 真摯な 心情と を、 

医学者と しての ベ ルツ、 生物学者 としての モ— ルスが 



記述して いて、 文学に おける 小 泉 八 雲 (ラフカディオ- 

ハ— ン)、 哲学の ケ ー ベル 博士、 美術の フェノロサの 著 

述 とともに、 私たちに とって 親愛な 父祖た ちの 精神 史 

の 一 部 を 照らす 鏡 をな している。 

「科学の 学校」 もい よいよ 終りに 近づいて、 著者 コフ 

マン は、 何とい う 簡明 具体的な 表現で、 電気に 関する 

人智の 進歩の あと を迪 つてい る ことだろう。 今日の 少 

年少 女た ちの 日常の なかには 一 つの スウィッチの 形で 

出現して いる 多種多様な 働きの 電気と いう もの を、 人 

間 生活に とりいれ、 こわい ものから 便利な ものに かえ 

て 来た 道が、 終始 一 貫して 全く 実験の 立場から もたら 



伝えて いる 一 つの 貴重な 本で ある。 

それにしても、 「科学の 学校」 を 折角 訳された 神 近 さ 

んが、 原本の 後半 をす こしの こして 「物理の 発達」 と 

いう 章 を 割愛され たと いうの は、 残念 千万な こと だ つ 

たと 思う。 物理の ことが 語られて いたのなら、 あるい 

は 数学の 発達の 歴史の 物語 も、 同じように 割愛され た 

頁の 中に 入って いたのではなかった だろう か。 数学の 

方 は、 ホグベンの 「百万 人の 数学」 上下 (日本 評論 社 

各 二 • 三 〇) が 出版され たし、 岩波 新書に 「家計の 数 

学」 (小 倉 金 之 助 氏) 同じ 著者の 「日本の 数学」、 また 

吉田洋 一 氏の 親しみぶ かく 数学の 原理 を 語って いる 



「零の 発見」 (岩波 新書) などが ある けれど、 物理の 物 

語 は 岩波 文庫に ファラ ディ— の 「蠟燭 の 科学」 の ほか 

フランスの 数学者 物理学者 天文学者であった アン リ - 

ポアンカレ の 著述が 一 一 一 冊 訳さ れ ている ばかりで、 ポア 

ン カレの 述作 は、 初歩 的な 読者に とってそう 理解し や 

すいとい う もので はない。 

私たちの 物理学の 世界に 対する 知識 は 現象に とりま 

かれつつ 相当 乱雑な ままに 放られて いて、 たとえば 岩 

波 新書の 「物理学 はいかに 創ら れ たか」 (石 原 純 訳、 ァ 

イン シュ タイン 著) を、 表現が 砕けて いると 同じ かみ 

くだく 理解の 力で 読み こなせる ものが、 私たちの 周囲 



に 何人 あるだろう。 富山房 百科全書の 「子供の 科学」 

の 物理に ついての 啓蒙 的な 記述が あるいは コフ マンの 

「科学の 学校」 の抄 略された 頁の 幾分 か を 補充す る 役 

に 立つ かもしれ ない。 庄司彦 六 博士の 「文化の 物理学」 

は それよりも 高い 程度で 常識に 近く 扱われて いる。 

アイ ンシ ユタ イン はこの 「物理学 はいかに 創ら れた 

か」 原 名 (物理学の 発展) の 序文で きわめて 示唆に 富 

んだ数 言 を 述べて いる。 「この 書物 を 書く 間に、 私た 

ち は 之 を どんな 人た ちに 読んでも らうべき かにつ いて 

かなり 論じ 合い、 また わかり 易く する ことにつ いて 苦 

心しました。 読者 は 物理学 や 数学の 具体的な 知識 を 何 
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